
４ 本年度の重点（努力点）

（１）【夢】：夢をもち、進んで学ぶ子供 ※子供がもっと考えたくなる言葉

夢－① 組織的・継続的な学力向上対策の推進
・４つの柱（教育課程の改善・充実、指導体制の工夫、指導力の向上、家庭との連携）を

視点にした、学校全体で共通した取組

夢－② じっくり考えしっかり表現させ、考えを深める授業の充実
・本時の学習の「めあて」を明確にもたせ、課題解決に向けて一人一人にじっくり考えさ

せる授業（板書に「めあて」と「子供の考え」が書かれる授業）
・各教科等の「見方・考え方」に応じた思考過程を重視し、考えたこと（方法や根拠等）を

ノートに書いたり、説明したり、考えを比較・補充したりして、しっかり表現し合い考え

を深め合う授業

夢－③ 家庭と連携した家庭学習と読書活動の充実
・知識や技能の習熟を図り思考力や表現力を高めるための、授業と結び付けた家庭学習

・家庭と連携した読書活動（週末読書の一層の推進）

（２）【人】：人に学ぶ、心豊かな子供 ※子供に自信や勇気を与える言葉

人－① 積極的な生徒指導による「自己肯定感」「自己有用感」「自尊感情」の育成
・授業、行事、集会、委員会等で、全ての子供たちが活躍できる場面の確保と充実

・子供たちのよい行動（役立つ・手本となる行動）の評価と具体的な賞賛、価値付け

・問題行動等の計画的な未然防止及び早期発見、組織的な早期対応（迅速な報告・相談）

人－② 「進んで挨拶」「気付き」「無言清掃」の励行
・自分から進んで挨拶、はっきり返事

・周りを意識した思いやりのある行動と、時間いっぱい黙って清掃の一層の推進

人－③ 自他を認め、自分ごととして取り組む「いじめ防止活動」の推進
・いじめは、絶対に「しない・させない・見逃さない・許さない」の徹底

・生活アンケートの設問の工夫と、共有（見える化）した結果の常時指導への活用
・道徳、学活、委員会活動と関連付けた、よりよい学級・学校づくりに向けた活動の充実

（３）【里】：里から育つ、たくましい子供 ※子供がやり続けたくなる言葉

里－① 体育授業、体育集会の充実
・体育授業における体力差や技能差等に応じた場作りと運動量の確保

・子供主体の体育集会の一層の充実（子供の動きと言葉で運動の楽しさを伝える）

里－② 心身のたくましさと望ましい生活習慣を育てる指導の推進
・人前で自信をもった行動ができる場面の設定と支援の充実（子供を前面に立てる）

・年間を通じた「ノーテレビ、ノーゲーム、ノースマホ」の推進（家庭への啓発強化）

里－③ 子供たちが安全・健康を意識できる指導の推進
・想像力を働かせ、自分の安全は自分で守る指導（避難訓練、登校班会議の工夫・改善）

・地域の安全ボランティア等と連携した登下校の安全指導の充実

・感染症、熱中症、運動（遊び）中の怪我などの予防に関する具体的な指導の充実


